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こども植物画教室のとりくみ 

岸本美季	 中嶋惠子	 中瀬美絵

（レモンリーフ）	

はじめに	

植物画とは、植物を芸術と科学の目で描く絵のことをさします。

私たちレモンリーフは、人と自然の博物館で毎年10月に、そして

夏休みには神戸市立森林植物園で、小学 1 年生から中学 3 年生を

対象とした「こども植物画教室」を担当して 10 年目になります。

そのとりくみをご紹介します。	

活動内容

私たちの植物画教室は、朝、描く植物を子ども達が選ぶところ

から始まります。色鮮やかな草花やおいしそうな実を付けた枝な

ど、博物館の先生方が採集してくださった植物はどれも魅力的。

「何を描こうかな？」とみんな真剣な表情で選びます。こちらも

緊張する瞬間です。目を輝かせながら描きたい植物を見つけた時

は、ほっとします。そして座席について、五感を働かせしっかり観察します。

この座席も兄弟や友達どうしが同じグループになら

ないようになど、描くことに集中できるよう配慮して

います。次に構図を考え、デッサンから彩色へと進ん

でいきますが、子どもたちのキラキラした好奇心に寄

り添いながらのアドバイスを心がけています。低学年

は一日で仕上げ、高学年・中学生は二日続けての制作

です。

構図・デッサンは、まず植物をよく観察するところか

ら始まります。博物館の先生に説明を受けながら、ルー

ペや時には実体顕微鏡などを使い、その植物の特徴をつ

かんでいきます。花や葉っぱだけでなく根っこや果実な

ど、実際の大きさに忠実に、または拡大して、鉛筆でし

っかりと描いていきます。彩色は私たちの作った色見本

を参考に、実際の植物の色に近づけるよう絵の具を混ぜ、

うす塗りで色を重ねていきます。特に小学生の絵の具は発色良く作られているため、植物本来の色を

事前に混色して作った色見本は、子供たちに説明するための必需品となっています。

小学２年生の作品です 
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神戸市立森林植物園 提供

せっかく描いたデッサンがつぶれないように、水の量を	 	

加減しながら慎重に進めていきます。慣れない面相筆を使	

っての彩色に、最初は戸惑っていた子どもたちも、だんだ

ん筆使いが上手になっていきます。低学年で筆がまだ上手

く使えない場合は、色鉛筆を使ったりもします。葉脈や茎

に生えた毛など、細

かい部分に至るま

でしっかり描いて

ようやく完成です。 
色々な過程があり

ますが、見たままを描くこと、観察することが何より重要で

す。一生懸命観察すればするほど、筆が進まなくなることも

あるくらいです。絵が上手下手ということより、探求する姿

勢が一番大切だと考えています。 

そして、出来上がった作品は、植物と対話しながら描きあげた素晴らしいものとなります。子ども

たちも私たちもわくわくする瞬間です。絵とともに、誇らしげな顔も印象的です。続けて来てくれる

子どもたちもいます。低学年の頃は、他のイベントに参加してしまい途中でいなくなったり、パレッ

トがプールのように色の洪水になったりと、私たちをびっくりさせていた子どもたちも、会うたびに

身長も高く、描く姿勢も落ち着いてきて、その成長には驚かされます。そして、作品も年を追うごと

にしっかりとしたものとなり、毎年国立科学博物館で行われる「植物画コンクール」で入賞する子ど

ももいます。私たちも成長する場となっています。

おわりに 

学校の授業で絵を描く機会はありますが、植物だけに集中して取り組めるこの教室は、他にない貴

重な時間を与えてくれると思います。子どもたちには、植物を身近に感じ、真っ白だった画用紙から、

完成した作品を見たときの充実感を味わってもらえたら、またそのお手伝いができれば、何より幸せ

です。植物画は画材となる植物がとても重要です。いつも色々な植物を採集し、新鮮な状態で準備し

てくださる博物館の先生方に、心より感謝申し上げます。 

休憩中は気分転換も・・ 

皆、集中しています！ 採集作業は下見もかねると２～３日かかり、 

水あげも心配です。 




